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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 85 ha

平成 22 年度　～ 平成 26 年度 平成 22 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/月 平成21年度 平成26年度

台/日 平成21年度 平成26年度

％ 平成21年度 平成26年度

2700

0

0幅員4m未満の道路に接する敷地の割合

周辺の市街地において、道路整備を行うことにより、安全快適に移
動できる環境を整備する。接道不良敷地率を交通の安全性を図る
指標とする。道路事業の整備エリアにおいて、接道していない敷地
の割合を数値とする。

接道不良敷地率 27

足湯の利用者数

放置自転車の数

湯田温泉駅は、湯田温泉の玄関口となっており、居住者と来街者の
双方に魅力ある市街地再生を目標としている。通勤通学での利用
者は、駅から目的地までの移動手段に自転車の利用が多く、周辺
道路の放置自転車が交通の支障となり、また景観も乱している。放
置自転車の数を駅周辺交通の安全性を図る指標とする。

300湯田温泉駅放置自転車規制区域にある放置自転車の数

足湯の利用者数
路地の再生や道路整備を行うことにより、まち歩きを促進させる。湯
田温泉には５箇所の足湯があり、来街者の回遊スポットであること
から回遊性を図る指標とする。

2250

大目標　訪れる人、住む人にやさしく心地よい市街地の再生
　目標①　温泉風情を高める路地の再生をすることにより、観光客の憩いと回遊性を高めます
　目標②　道路等の整備を行い、安全・快適に移動できる環境を整えます

・湯田温泉のはじまりは室町時代にまでさかのぼり、権現山の麓にあるお寺の池に小さな白狐が傷ついた足を毎晩つけにきたのを和尚さんが不思議に思い、池の水をすくったところ温泉だったという言い伝えがあり、難病がなおる白狐の湯として人々に親し
まれ発展してきました。
・現在、湯田温泉は、山陽路随一の湯量を誇る山口県下最大の宿泊地であり、山口県の玄関口である新山口駅や山口宇部空港から近いことから、県内外からの観光やビジネスをするための宿泊先として多くの方に利用されています。
・しかし、湯田温泉を訪れる観光客数は平成３年の１０４万人をピークに減少が見られ、近年は８０万人前後で推移しており、宿泊客数も平成３年の９１万人をピークに近年は６０万人弱で推移しています。近年の景気の低迷や団体旅行から個人旅行への旅行
手段の変化、旅行客のニーズの多様化により厳しい状況が続いてます。
・これまで、湯田温泉で快適に滞在していただけるように、温泉街の各所に足湯や飲泉場を設置しウォーキングマップを作成するなど、まち歩きを促進する取り組みなどを行っていますが、湯田温泉全体での温泉情緒に欠けており、一体的な修景の整備が求
められています。
・湯田温泉地区は、都市型の温泉地であることから宿泊地であるとともに、市内でも有数の商業地であり、住宅地でもあります。住宅地では緊急車両の入れない道路もあることから、生活道路の整備も必要となっています。
・平成１６年に地元の関係者である旅館組合や自治会、商工会などで組織する「湯田温泉まちづくり協議会」を設立され、湯田温泉のまちづくりに取り組むとともに、今後の湯田温泉のあり方等について協議を重ね、平成２１年６月には「湯田温泉街整備構想」
をまとめられました。この構想の内容を反映し、都市再生整備計画を作成しました。
・周辺の市街地においては、高齢化と新市街地の市街化が進み、幹線道路が整備されていないために、生活道路が通り抜け道路として利用されるなど、道路環境の悪化が進み、区域内生活者の安全性等が問題となっており、道路などを中心とした都市基
盤施設の早期改善が求められています。
・湯田温泉の玄関口である湯田温泉駅は、山口大学や専門学校の通学や企業の通勤で利用される方も多く、1日２，０００人以上の方が利用されています。しかし、駅前の道路は狭く、放置自転車があるなど温泉街の観光客を迎える玄関口として魅力向上が
課題となっています。

・湯田温泉は、県道２０４号線（旧国道９号）沿いに温泉街が形成された街なかにある都市型の温泉地であるがゆえに温泉情緒にかけており、他の温泉地との差別化を図り、湯田温泉らしい魅力づくりが求められています。
・湯田温泉駅は、自転車での利用者が多いものの駐輪場が手狭であり、放置自転車規制区域にまであふれることもあり、道路幅員の狭い駅周辺の交通の支障となっているだけでなく、景観を乱しています。
・周辺の市街地においては、幹線道路が未整備なため生活道路の通り抜けや、狭隘な生活道路もあり緊急車両の往来が困難ため、幹線街路とこれらと接道する生活道路の整備が求められています。

目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値指　　標 定　　義

山口市総合計画において、「ひと、まち、歴史と自然が輝く　交流と創造のまち　山口」を目指す１０年後の姿とし、そのなかで「交流と創造のまち」の実現に向けてより効果的にまちづくりを進めるために重点的かつ先導的に取り組む事業として位置づけてお
り、県央中核都市の観光交流の拠点として湯田温泉の魅力創出を目指します。

都道府県名 山口県 山口市 湯田温泉周辺地区

計画期間 交付期間 26



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他
○事業終了後の継続的なまちづくり活動
当地区の旅館組合や温泉配給組合、商工会関係者や自治会などで組織されている「湯田温泉まちづくり協議会」と市において計画策定段階から協働して取り組んでおり、事業終了後も継続的に協議し、まちづくりに取り組む予定である。

方針に合致する主要な事業
・整備方針１　（風情ある路地の再生）
・観光客がそぞろ歩きをしたくなるような湯田温泉らしい路地整備をします。温泉街としての風情があり、心地よさを感じることができるように各通りの美装化
などを一体的に整備することにより、湯田温泉全体で観光客をおもてなしする空間を演出します。

高質空間形成施設（基幹事業／美装化）、地域生活基盤施設（基幹事業/情報板）、地域創造支援
事業（提案事業／足湯）

・整備方針２（憩いの場の整備）
・気軽に湯田温泉を感じることができ休憩することができるよう足湯を整備します。湯田温泉駅に停車するSL山口号を見ることができる場所に足湯を整備
し、より湯田温泉を感じることができるように演出します。
・井上公園は、公園内に足湯を整備し、憩いの場として利用されているものの、夜間は公園内部が暗い場所もあることから、ライトアップすることにより、魅力
が増すことはもちろんのこと、防犯上も観光客にとって安心して利用していただけるように整備します。

高質空間形成施設（基幹事業／美装化、ライトアップ）、地域創造支援事業（提案事業／足湯、ライト
アップ施設：電源施設）

・整備方針３（道路・交通環境の整備）
・交通の支障となっている駅前の駐輪場を整備するとともに、接道の不良な敷地を解消するなど、道路・交通環境を整えます。湯田温泉駅にある、駐輪場や
トイレなどの配置を変更し再整備することにより、駅前の道路を拡幅し、バスの進入ができるようにするなど、より快適に駅及び周辺を利用できるように整備
します。
・また、狭隘な道路を解消することにより、歩行者などの安全性を確保し、交通アクセスの向上を図ります。

道路事業（基幹事業／若宮町今井町線、若宮町2号線外線、富田原町前町線）、高質空間形成施設
（基幹事業／美装化、公衆トイレ）、地域生活基盤施設（基幹事業/自転車駐車場）、地域創造支援
事業（提案事業／足湯整備・若宮地内排水路改良）



様式様式様式様式３３３３　　　　目標目標目標目標をををを達成達成達成達成するためにするためにするためにするために必要必要必要必要なななな交付対象事業等交付対象事業等交付対象事業等交付対象事業等にににに関関関関するするするする事項事項事項事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

道路 山口市 直 L=150ｍ 22 23 22 23 32 32 32 32

道路 山口市 直 L=130ｍ 22 26 22 26 68 68 68 68

道路 山口市 直 L=280ｍ 22 24 22 24 115 115 115 115

道路（都市再構築戦略事業）

公園

公園（都市再構築戦略事業）

古都及び緑地保全事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 山口市 直 平面式　800台 22 23 22 23 165 165 165 165

地域生活基盤施設 山口市 直 5基 22 26 22 26 15 15 15 15

高質空間形成施設 山口市 直 5,100㎡ 22 26 22 26 50 50 50 50

高質空間形成施設 山口市 直 L=600m 22 26 22 26 106 106 106 106

高質空間形成施設 山口市 直 1基 22 23 22 23 23 23 23 23

高次都市施設

中心拠点誘導施設

生活拠点誘導施設

既存建造物活用事業（中心拠点誘導施設）

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 574 574 574 0 574 …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

山口市 直 ３基 26 26 26 26 5 5 5 5

山口市 直 １基 22 23 22 23 31 31 31 31

山口市 直 L=320ｍ 22 26 22 26 15 15 15 15

山口市 直 － 26 26 26 26 5 5 5 5

合計 56 56 56 0 56 …B

合計(A+B) 630
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
山口市 国土交通省 L=409ｍ ○ H22 H28 1,800

合計 1,800

交付対象事業費 630 交付限度額 252 国費率 0.4

交付期間内事業期間
細項目

富田原町前町線

若宮町今井町線

若宮町2号線外線

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

湯田温泉駅駐輪場

情報板

井上公園（広場・ライトアップ）

湯田温泉二丁目赤妻町線外３線（路地）

湯田温泉駅公衆トイレ

住宅市街地
総合整備
事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

ライトアップ施設整備 井上公園

足湯整備 湯田温泉駅

若宮地内排水路改良 若宮地内

まちづくり活
動推進事業

事業活用調
査

事業評価測定調査 湯田温泉周辺地区

事業期間
全体事業費

東山通り下矢原線 若宮地内

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○）



都市再生整備計画の区域

　湯田温泉周辺地区（山口県山口市） 面積 85 ha 区域
湯田温泉一丁目～四丁目、前町、下市町、今井町、若宮町の全部と富田原
町、周布町、葵一丁目の一部

Ｎ

湯田温泉周辺地区（８５ha）

ＪＲ山口線

ＪＲ湯田温泉駅

県道宮野大歳線

市立中央図書館

県道陶湯田線

国道９号

県道湯田停車場線

山口情報芸術センター



足湯利用者数 （人／月） 2,250 （２１年度） → 2,700 （２６年度）

放置自転車数 （台／日） 300 （２１年度） → 0 （２６年度）

接道不良敷地率 （％） 27 （２１年度） → 0 （２６年度）

湯田温泉周辺地区（山口県山口市）　整備方針概要図　

目標
大目標　訪れる人、住む人にやさしく心地よい市街地の再生

　目標①　温泉情緒を高める路地の再生をすることにより、観光客の憩いと回遊性を高めます

　目標②　道路等の整備を行い、安全、快適に移動できる環境を整えます

代表的な

指標

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

□提案事業
・事業評価測定調査
事業費：5,000（千円）

■基幹事業
・道路事業
路線名：若宮町今井町線
内 容：道路新築・改築
施工延長：L=130m
事業費：68,000（千円）

□提案事業
・地域創造支援事業
路線名：井上公園
内 容：ライトアップ施設整備
施工延長：3基（電源BOX)
事業費：5,000（千円）

■基幹事業
・地域生活基盤施設

事業名：湯田温泉駅駐輪場
内 容：駐輪場整備
事業費：165,000（千円）

■基幹事業
・高質空間形成施設

事業名：湯田温泉駅公衆トイレ
内 容：公衆トイレ整備
事業費：23,000（千円）

■基幹事業
・地域生活基盤施設 情報板
内 容：観光案内板 ５ヶ所 ☆
事業費：15,000（千円）

○関連事業（道路事業）
路線名：東山通り下矢原線

■基幹事業
・道路事業
路線名：富田原町前町線
内 容：道路新築・改築
施工延長：L=150m
事業費：32,000（千円）

■基幹事業
・道路事業
路線名若宮町２号線外線
内 容：道路新築・改築
施工延長：L=360m
事業費：115,000（千円）

■基幹事業
・高質空間形成施設
路線名：井上公園
内 容：広場、ライトアップ
面 積：5,100㎡
事業費：50,000（千円）

■基幹事業
・高質空間形成施設

路線名：湯田温泉二丁目赤妻町線外３線（路地）
内 容：道路美装化
施工延長： L=600ｍ
事業費：106,000（千円）

□提案事業
・地域創造支援事業

路線名：若宮地内排水路改良
内 容：排水路整備
施工延長：L=320m
事業費：15,000（千円）

□提案事業
・地域創造支援事業
内容：足湯 １ヶ所 ○
事業費：31,000（千円）


